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ディは，講義録『Cours de Composition musicale』
のなかで「アートとは，生の手段である。魂の生の
ためには，自由で制約なきアートのかたちがある。」
と述べている。信念ともいえる音による主張が多く
の人を魅了し，長期にわたり演奏され，聴かれる存
在となったとき「芸術的に優れた楽曲」となるので
はないだろうか。こういった楽曲は，娯楽に類する
楽曲とは根本的に異なるといえよう。第１学年の教
材であっても，選曲にあたっての方向性として重要
と考える。
・学習指導要領に記載の教材選択の観点に値する楽
曲。
・芸術的に優れた楽曲。
・幼稚園との関連がある楽曲。
・我が国の学校教育が西洋音楽を教える体系である
ことから，西洋音楽の様式により作曲　された楽
曲。
（上記以外の留意点として）
・CD・DVD 等のソフト入手が容易である楽曲。
【過去の学習指導要領において鑑賞共通教材として
示されていた楽曲】
　鑑賞共通教材が示されなくなったとはいえ，教材
曲としての魅力を失っていない。先行研究も豊富で
あるし，現在においても教科書への掲載が見られ
る。また CD・DVD 等のソフト入手も容易である。
【行進曲】（鑑賞共通教材として示されていた楽曲は
除く）
スーザの行進曲：「ワシントン・ポスト」「雷神」
「星条旗よ永遠なれ」「士官候補生」などは有名で
ある。
エルガーの行進曲：「威風堂々」などは有名である。
「結婚行進曲」（メンデルスゾーン）
「トルコ行進曲」（モーツァルト）
「ラデツキー行進曲」（ヨハン・シュトラウス１世）
など
　スーザの行進曲は，幼稚園や保育園の運動会でも
お馴染みの楽曲である。「聴いたことがある」は，
学習への動機づけとして重要と言えよう。「星条旗
よ永遠なれ」は「世界三大行進曲」の１曲である。
残り２曲は「軍艦行進曲（軍艦マーチ）」（瀬戸口藤
吉）「旧友」（タイケ）であるが，戦争を強く感じさ
せる響きと捉えあえて選曲しなかった。
　歌劇の中にも行進場面が数多く存在する。ワーグ
ナーの「タンホイザー」入場行進曲や「ローエン
グリン」婚礼の合唱（ 結婚行進曲），ヴェルディの
「アイーダ」凱旋行進曲などは名曲であり，どこか
で聴いたことがあるメロディーと思われる。ただ
し，第１学年の教材とするには工夫が必要と思われ
る。
【舞曲】（鑑賞共通教材として示されていた楽曲は除
く）
ヨハン・シュトラウス１世による舞曲
ヨハン・シュトラウス２世による舞曲：「美しく青
きドナウ」は有名である。
バレエ曲：チャイコフスキー「白鳥の湖」「眠れる
森の美女」「くるみ割り人形」
など
　ヨハン・シュトラウス父子は，多くの舞曲を残し
ている。特にヨハン・シュトラウス２世は「ワルツ
王」と称され，そのワルツには名曲が多い。前述の
行進曲では「ラデツキー行進曲」（ヨハン・シュト
ラウス１世）を選曲したが，この父子は行進曲も多
数作曲している。
　バレエ曲は多数存在するが，選曲のチャイコフス
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キーによるものは「世界三大バレエ曲」として知ら
れ，鑑賞共通教材として示されていた楽曲も含まれ
る。なお，バレエ曲は一般的には舞曲に含まない
が，その一部分を捉えたならば学習指導要領の記載
「踊りの音楽」に該当する。
　ワルツは多くの人が知っている舞曲であるが，ヨ
ハン・シュトラウス父子以外の楽曲としては，ショ
パン（「子犬のワルツ」など）やブラームス（「ワル
ツ集」第15番は有名）のピアノ曲などによく聴か
れる楽曲が存在する。
【行進曲・舞曲以外の楽曲】
　教員免許状更新講習における教材研究の際，現職
教員から「おどる子ねこ」は１年生の教材としてと
ても適しているとの声を耳にした。教材選択の観点
である「情景を思い浮かべやすい」は，第１学年の
教材選択にあたって大いに留意すべき点であろう。
アンダソン（「おどる子ねこ」の作曲者）の作品に
は，この観点を満たすものが多い。よく知られた作
品としては「トランペット吹きの休日」などがあ
る。難点としては，記載した２曲以外はＣＤ等が入
手しづらいということである。
　「情景を思い浮かべやすい」楽曲は、前述のチャ
イコフスキーの３曲もそうであるが，バレエ曲や歌
劇などに多数存在する。また，ピアノの小品などに
も多数存在する。
おわりに
　第１学年の鑑賞教材として適する楽曲をいくつか
例示したが，限りなく存在する楽曲の中から数曲を
抽出するのは難しいことである。最終的には各教員
の選曲によるであろうが，教員養成に携わる者とし
て，本研究のような発信をすることは必要と考えて
いる。音楽科の目標である「表現及び鑑賞の活動を
通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を
育てるとともに，音楽活動の基礎的な能力を培い，
豊かな情操を養う。」を達成するのに相応しい楽曲
を選択し，学習活動を展開して欲しいと願ってい
る。
　小学校第２学年以後の学年については，順次研究
を進めたいと考えている。また本論文では，我が国
の学校教育が西洋音楽を教える体系であると捉え，
我が国や諸外国の音楽を除外しているが，これらの
音楽の鑑賞についても研究を進めたい。
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